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―似て非なるもの―

沼口 博：大東文化大学

第52回関東地区部会研究会 2018.2.3
於:職業能力開発総合大学校

 国家関与の強さと企業の関連（職業能力形成に関して）

2018.2.3
於:職業能力開発総合大学校

第52回関東地区部会研究会
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 国家と企業（ギルド：職能団体）の提携型

ドイツ（デュアル・システム）、スイス、デンマーク？

 国家による強力な規定と規制

フランス、スウェーデン、フィンランド（学校教育型訓練）

 企業内教育

日本（企業別別職業能力の養成：日立と東芝、三菱は異なる？）

 自由主義、一般的技能（国家や企業による規制が少ない）

アメリカ・イギリス

2018.2.3
於:職業能力開発総合大学校

第52回関東地区部会研究会

 学校教育制度によるトラッキング（進路別コース）の形成

大学（高等教育機関）←準備教育機関（後期中等教育機関）：

ギムナジウム、グラマースクール、リセ等）

初等教育機関（国民学校）→前期中等教育機関→職業

 統一学校運動の発生（中等教育機関の分岐による進路の違い）

第一次世界大戦後から

 総合高校（コンプリヘンシブ・スクール）の構想と実現

イギリスでは約8割以上がこの形式に

ドイツでは社民党の強い州で実現（人気は伸びず）

第52回関東地区部会研究会

2018.2.3
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 職業資格制度（ギルド：同業者組合を中心とした封建的な特権集団）

品質、規格、価格の統制

販売・営業権の制限

雇用と徒弟教育の義務

 特権的な身分集団による囲い込み？（制度）

親方の制限（城郭都市内部）

徒弟の制限（生産のコントロール）

職人（遍歴：ジャーニーマン）

 資本主義的工業生産の隆盛

新興工業における新たな職業資格の出現と伝統的な職業資格との相克

企業内教育・訓練の発生

第52回関東地区部会研究会
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 学校教育制度と職業資格制度の関係

後期中等教育段階における職業訓練の受容と導入（妥協の産物？）

労働市場（社会的な制度）への参入資格（職業資格の取得）？

 分岐型中等教育制度の問題（進路別）

ラテン語の習得？

高等教育への入学制限

実業系科目の導入（工学や農学、商学など）→高等工業・商業

 形式陶冶と実質陶冶の問題？

学歴と職業資格の関係（知識と技能）

学歴による職業資格の浸食？（より高い学歴を必要とする）

第52回関東地区部会研究会

2018.2.3
於:職業能力開発総合大学校

日本産業教育学会 第５２回 関東地区部会 2018/2/3

－3－



 職業教育は実質陶冶的な側面が多い？（ノルウェーの事例）

 Building and construction
 Technical and industrial production
 Electricity and electronics
 Healthcare, childhood and youth developement
 Service and transport
 Restaurant and food processsing
 Design, arts and crafts
 Agriculture, fishing and forestry

第52回関東地区部会研究会

2018.2.3
於:職業能力開発総合大学校

8 vocational
programs  

52 vocational
courses

Appr. 180 trades 
(apprenticeship)

Year 1 Year 2 Year 3-4

一般普通教育or職業専門科目？

 職業高校における取得科目（ノルウェーの例）

第52回関東地区部会研究会

2018.2.3
於:職業能力開発総合大学校

17

34

49

Vg1

Vocational
specialisation

Common core subjects

Common programme
subjects (vocational)

26

26

49

Vg2
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9年生が普通教育および職業教育へ進学する割合（フィンランド）

第52回関東地区部会研究会

2018.2.3
於:職業能力開発総合大学校

北欧四か国の雇用状況比較

第52回関東地区部会研究会

2018.2.3
於:職業能力開発総合大学校
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雇用主が求めものと雇用者が提供すべきもの

 学校教育と職業教育・訓練の違い（形式陶冶と実質陶冶？）

伝統産業←実質陶冶

近代産業←形式陶冶と実質陶冶？

IT産業←形式陶冶？

 社会の産業構造の変化→高い学歴志向？←形式陶冶への要求？

産業の高度化←ICTへのニーズ

流動化する社会への対応←形式陶冶への要求？

 労働市場の変化に対応する職業教育・訓練の姿？

計画的な養成？（60年代の計画：政府・雇用者・労働組合？）

フレキシブルな対応？（何を意味するのか？）

第52回関東地区部会研究会

2018.2.3
於:職業能力開発総合大学校

社会政策としての職業教育・訓練の在り方

北欧社会：（すべての人に職業能の形成力を保証する？）

学校教育と職業教育・訓練の結合と保証

ノルウェー：２＋２（徒弟修業）ある程度成功（地域による）

フィンランド：職業高校と成人教育の統合＋徒弟修業

スウェーデン：職業高校＋徒弟修業（一部手当て付き）

デンマーク：職業高校（サンドイッチシステム）、専門高校の

増設

課題：職業高校からのドロップアウトの増加

対策：職業教育・訓練を早期に開始or高等教育の応用科学化の促進

企業の対応：後継者の育成と

政府の対応：調整をどう図るのか？

第52回関東地区部会研究会

2018.2.3
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まとめ

 日本の企業内教育・訓練 はどこまで、いつまで有効か！？

企業内教育・訓練の外部化や縮小への対応

人材不足（少子化）の中での教育・訓練のあり方

 北欧型（学校教育を基礎にした様式とデュアル型：徒弟修業を組み
合わせた様式）の有効性について

地域による評価の違い

企業と学校の連携のあり方（調整機関の存在が重要）

 職業教育機関の高等教育化？の進行

応用科学大学の増加と進学者の増加（社会的ニーズ？）

大学ではアカデミックな学問、企業でプラクティカルな訓練

 その他

第52回関東地区部会研究会

2018.2.3
於:職業能力開発総合大学校

ご清聴ありがとうございました。

第52回関東地区部会研究会

2018.2.3
於:職業能力開発総合大学校
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汎用的能力育成技術の共有

―系統的学習と経験的学習を融合する視点の共有―

職業能力開発総合大学校

能力開発応用系 新井吾朗

http://araigoro.blog.jp/

araigoro@uitec.ac.jp

© 2018 G.Arai all right reserved

報告の内容

2

1. 報告の主旨

2. 汎用的能力の説明

3. 系統的学習と経験的学習の説明
3-1 系統的学習と経験的学習
3-2 経験的学習の事例
3-3 系統的学習と経験的学習を融合する学習の事例

4. 汎用的能力育成技術共有の提案
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1. 報告の主旨

3

１ 汎用的能力（21世紀型能力
/社会人基礎力等でも良い）育成の

(1) 学習

(２) 育成方法の学習

(３) 育成技術の蓄積

(４) 汎用的能力研究

(５) 汎用的能力育成技術研究

基盤作りにご参加ください/
サンプル：https://www.ptu-lms.com/moodle/course/index.php?categoryid=12

２ 「系統的学習と経験的学習を融合する視点」
に対するご意見をください

© 2018 G.Arai all right reserved

21世紀型ス
キル

キー・
コンピテンシー/スキ

ルズ

社会人
基礎力

学士力
エンプロイヤ
ビリティ

基礎的・
汎用的能力

幼

小

中

高

大

社会人

専 職

汎用的能力育成方法に関する現状への問題意識
1) 提案されている各種能力間の重複・網羅関係が調整がされていない
2) 各能力育成の学年進行や学校段階間の関係が調整されていない
3) 各種能力の育成方法が整理されていない

2．汎用的能力の説明

日本産業教育学会 第５２回 関東地区部会 2018/2/3
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学士力

• 1．知識・理解

• 専攻する特定の学問分野における基本的な知識を体系的に理解するとともに、その知識
体系の意味と自己の存在を歴史・社会・自然と関連付けて理解する。

• （1）多文化・異文化に関する知識の理解

• （2）人類の文化、社会と自然に関する知識の理解

• 2．汎用的技能

• 知的活動でも職業生活や社会生活でも必要な技能

• （1）コミュニケーション・スキル

• 日本語と特定の外国語を用いて、読み、書き、聞き、話すことができる。

• （2）数量的スキル

• 自然や社会的事象について、シンボルを活用して分析し、理解し、表現することができる。

• （3）情報リテラシー

• ICTを用いて、多様な情報を収集・分析して適正に判断し、モラルに則って効果的に活用す
ることができる。

• （4）論理的思考力

• 情報や知識を複眼的、論理的に分析し、表現できる。

• （5）問題解決力

• 問題を発見し、解決に必要な情報を収集・分析・整理し、その問題を確実に解決できる。

5
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学士力

• 3．態度・志向性

• （1）自己管理力

• 自らを律して行動できる。

• （2）チームワーク、リーダーシップ

• 他者と協調・協働して行動できる。また、他者に方向性を示し、目標の実現のために動員
できる。

• （3）倫理観

• 自己の良心と社会の規範やルールに従って行動できる。

• （4）市民としての社会的責任

• 社会の一員としての意識を持ち、義務と権利を適正に行使しつつ、社会の発展のために積
極的に関与できる。

• （5）生涯学習力

• 卒業後も自律・自立して学習できる。

• 4．統合的な学習経験と創造的思考力

• これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し、自らが立てた新たな課題にそ
れらを適用し、その課題を解決する能力

6
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エンプロイアビリティ

１ エンプロイアビリティの意義と内容

エンプロイアビリティは、労働市場価値を含んだ就業能力、即
ち、労働市場における能力評価、能力開発目標の基準となる
実践的な就業能力と捉えることができる。

エンプロイアビリティの具体的な内容のうち、労働者個人の基
本的能力としては、

Ａ 職務遂行に必要となる特定の知識・技能など

Ｂ 協調性、積極的等、職務遂行に当たり、各個人が保持して
いる思考特性や行動特性

Ｃ 動機、人柄、性格、信念、価値観等の潜在的な個人的属性

7
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21世紀型スキル：ATC21s

思考の方法

• 創造力とイノベーション/批判的思考、問題解決、意思決定

• 学びの学習、メタ認知（認知プロセスに関する知識）

仕事の方法

• 情報リテラシー/情報通信技術に関するリテラシー

仕事のツール

• コミュニケーション/コラボレーション（チームワーク）

社会生活

• 地域と国際社会での市民性/人生とキャリア設計

• 個人と社会における責任（文化に関する認識と対応）

8
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ヒューマンスキル/コンセプチュアルスキル：応用課程

①課題発見・分析能力

a) 課題発見力 b) 調査・分析力 c) 課題解決提案力

②計画推進力

a)マネジメント力 b)実践力 c)リーダーシップ力

③組織力

a)チームワーク力 b)コミュニケーション力
c)プレゼンテーション力

9
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EQF 知識･技能・能力 高卒Lv4、短大卒Lv5 、大卒レベルLv6

10

EQF Level 知識(knowledge) 技能(skills) 能力(competence)

Level 4

仕事や学習分野の広
範な状況(context)内の

事実と理論に関する知
識

仕事や学習分野の具体
的な課題の解決策を創出
するために必要な認知と実
践的な技能の範

囲

通常は予測可能で、とき
に対象が変化する要因の
ある仕事や学習をガイドラ
インに基づいて自己管理で
実施する;

仕事や学習の改善や評
価活動に一定の責任をもち、
他者の繰り返し作業を監督
する

Level 5[1]

仕事や学習分野の包
括的で専門化された事
実と理論に関する知識、
およびその知識の境界
領域に関する認識

抽象的・概念的(abstract)
な課題の創造的な解決策
を開発するために必要な
包括的な認知と実践的な
技能の範囲

予測できない対象の変化
が起こる仕事や学習の活
動の状況で管理、監督を実
施する;

自身や他者の成果を見直
し、開発する

Level 6[2]

仕事や学習分野に関
する先進的な知識

原則や理論に関する
批判的 (critical)な理解

を含む

複雑で予測不可能な専
門的な仕事や学習分野の
課題の解決に必要な先進
的な技能、完全に習得して
工夫を盛り込んだ実演

予測できない状況の仕事
や学習で意思決定の責任
をもち、複雑な技術的、専
門的な活動やプロジェクト
を管理する;

個人やグループの専門性
の開発に責任をもつ

日本産業教育学会 第５２回 関東地区部会 2018/2/3
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3-1 系統的学習と経験的学習

11

系統的学習 経験的学習
客観主義的学習 構成主義的学習

具体的目標 一般的目標

工学的接近 羅生門的接近

顕在化したプログラム 隠れたプログラム

刺激－反応 周辺参加－十全参加

© 2018 G.Arai all right reserved

教育と学習の関係

12

教育：教える側の意図（社会化・自決）
教える・指導する・育成する・開発する・引き出す
学習がなければ教えられない

(意図の無い教育は無い。それは、学習ツール。
図書館、博物館は、それに近い。)

学習：学習者の意図（必要に応じて教育を選択
・必ずしも教える側の意図は必要ない）

学習する・練習する（必ずしも教える人は必要ない）

point:経験的学習・構成主義的学習からの教育・教えることへの批判への回答
教育であれ学習であれ、学習がなければ成立しない
「教育は学習を無視するのではなく、学習を支援しなければならない」これは前提

日本産業教育学会 第５２回 関東地区部会 2018/2/3
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系統的学習と経験的学習

13

系統的学習
客観主義

経験的学習
構成主義

ソーンダイク
スキナー
オペラント
条件づけ

強化

コメニウス
大教授学
世界図絵

ヘルバルト
四段階

明瞭・連合
・系統・方法

ブルーム
完全習得学習
タキソノミー

認知・情意・精神運動

ガニエ
ブリッグス

ID
(学習系列・認知)

ルソー
エミール

（総合技術教育・労働一
般に対して半分習熟/

全体の把握と部分の関
係の評価）

ピアジェ 前期
同化・調節・均衡化

デューイ
学校と社会

(社会を体験する学校、
体験から本を学習)

経験と教育(経験の連続)

ヴィゴツキー
最近接領域

レイブ
正統的周辺参加

ピアジェ 後期
社会からの働きかけに
よる均衡化への影響

方
法

内
容

© 2018 G.Arai all right reserved

客観主義的教育の特徴 久保田賢一

14

システムズアプローチ

• 明確な目標を立てる

• 目標を達成するためのいくつかの方法を選択する

• それぞれの方法を使った場合の費用・資源を見積もる

• 目標、手法、手段、環境、資源の相互モデルをつくる。

• 目標を達成するための基準を作る

• 目標さえ明確になれば、効果的・効率的に教育がおこなわれ
ると思われているが、どのような教育をすることが教育的であ
るかという議論はこの考えに含まれていない。

• 何が良い教育内容であるといった価値判断に触れない。

• 定量化しにくい情緒的・社会的・メタ認知領域などの教授法は
避ける。

久保田賢一: 構成主義パラダイムと学習環境デザイン, 関西大学出版部, 2000,3,31, pp.22-26
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パラダイムとしての構成主義 久保田賢一

15

• 知識はその社会を構成している人々の
相互作用によって構築される。

つまり、私たちの理解の仕方は、

おかれている歴史や文化に強く依存した価値をとっている。

• 私たちが世界を理解する方法は、

歴史的および文化的に相対的なものである。

現在私たちが理解している世界は、
客観的な実在としての真理を写し取ることにあるのではなく、

社会的相互作用の初産としてのものである。

久保田賢一: 構成主義パラダイムと学習環境デザイン, 関西大学出版部, 2000,3,31, pp.50

© 2018 G.Arai all right reserved

(社会)構成主義に対する現時点での新井の認識

16

• パラダイムとしての構成主義の考え方は了解できる。

• しかし教育(意図的)として、社会との相互作用からのみ学

習できるという立場は取らない。（特に、単に良い経験、環
境を与えることが重要とする立場）

• 以下のデューイの言葉を次のように解釈する。

「現実から抽象化した法則（技術）を学習し、現実に適用す
ることで現実を制御したり望ましいものに変えることができ
る。(含意：現実を現実のまま受け入れても現実に振り回さ
れるだけ)」

• デューイ(学校と社会 p.90)
「書物は経験の代用物としては有害なものであるが、

経験を解釈し拡張するうえにおいては
この上もなく重要なものである。」

日本産業教育学会 第５２回 関東地区部会 2018/2/3
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3-2 経験的学習の事例（ゼミ活動 95-97） 久保田賢一

17

• 目標

１．インターネットのような外につながるネットワークを利用
して、学外、特に遠隔地や異文化の人々とコミュニケーショ
ンをはかることで、
学生たちが、
グローバルな視点を持って思考できるようになり、
異文化を理解していく力が身につくこと。

• ２．インターネットを自分の生活に取り入れ、有効に活用す
る力を身につけること。

• 知識注入型の教育ではこのような目標を達成することは難
しい。交流活動に参加するためには、学生自らが主体的に
行動し、協力し合い、体験していくことが求められるからで
ある。

久保田賢一: 構成主義パラダイムと学習環境デザイン, 関西大学出版部, 2000,3,31, pp.98

© 2018 G.Arai all right reserved
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久保田賢一: 構成主義パラダイムと学習環境デザイン, 関西大学出版部, 2000,3,31, pp.101
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うまくいったグループ
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久保田賢一: 構成主義パラダイムと学習環境デザイン, 関西大学出版部, 2000,3,31, pp.112
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うまくいかなかったグループ
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久保田賢一: 構成主義パラダイムと学習環境デザイン, 関西大学出版部, 2000,3,31, pp.1１３
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結論

21

結果

• コンピュータ･リテラシー、インターネットのツール、
インターネットへのアクセス

• 時期と期間、課題の設定、使用言語、グループ分け、
同質性･異質性

• 学びの共同体作り

結論

• これからのインターネット学習

久保田賢一: 構成主義パラダイムと学習環境デザイン, 関西大学出版部, 2000,3,31, pp.1１9-132

© 2018 G.Arai all right reserved

3-3 系統的学習と経験的学習を融合する学習の事例
ヒューマンスキル/コンセプチュアルスキル：応用課程

①課題発見・分析能力

a) 課題発見力 b) 調査・分析力 c) 課題解決提案力

②計画推進力

a)マネジメント力 b)実践力 c)リーダーシップ力

③組織力

a)チームワーク力 b)コミュニケーション力
c)プレゼンテーション力

22
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系統的学習と経験的学習を融合する学習環境研究の経験

• H23: チームワーク力の向上を意図した
訓練計画の開発とその効果 藤野栄一

• H24： プレゼンテーション力の
客観的な評価のための基準と方法の開発 菊地 圭

• H25: リーダーシップ力を高める
教材手法の開発 野田久善

• H２５: 「聞き手に考えを伝える能力」の
向上を目的とした指導法の開発 舩木裕之

• H２６: チームワーク力を高める
訓練手法の開発 水尾 準

• H27: 課題発見・分析能力の
向上を意図した訓練の開発とその効果

https://www.ptu-lms.com/moodle/course/view.php?id=17
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4.汎用的能力育成技術共有の提案

1) 教育機関・社会が共通に認識できる汎用的能力の基準設定
2) 汎用的能力の技術体系とその他の科目を個別具体に学習する場面と、そ
れらを組み合わせて現実(モデル)場面に適用する場面を繰り返す学習プロ
グラムの設定
3) 学年･学校進行に合わせた学習プログラムの設定
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https://www.ptu-lms.com/moodle/course/index.php?categoryid=13
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